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小樽南ロータリークラブ会報
１９６ ０ 年 創 立
昭和３５年２月５日
１ ９ ６ ０ 年 創 立
昭和３５年２月５日
２０２６年５月２９日金発行
通巻第３１２９号
５月２９日
●中小企業同友会小樽しりべし支部事務局長
　土田様　卓話
６月５日
●（医）越前谷脳神経クリニック
　越前谷将紀様　卓話

６月１２日
●休会
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2025 - 2026 年度ＲＩ第２５１０地区目標
1.会員増強
2.クラブ活性化
3.奉仕活動推進
4.若い世代とのつながり強化

２０２５－２０２６年度 地区活動方針
Revival（リバイバル） 

～原点に立ち返り、未来への繁栄へ～

Ｍｙ Ｒｏｔａｒｙ
２５１０地区ホームページ
ＩＣＴ委員会Ｆａｃｅｂｏｏｋ
各委員会へのメール

■油彩画家　増山日向子様　卓話

●例会場：オーセントホテル小樽　●例会日：毎週金曜日12時 30分
●事務局：〒047‐0032小樽市稲穂2‐15‐1（オーセントホテル内）TEL.0134‐27‐8123

●Club Homepage：URL https://rid2510.org/otarushouth/
再
来
週

����5.女性会員増強
6.会員研修充実
7.紛争予防と平和推進
8.ロータリー財団活動強化

FAX.0134‐26‐6935

■ロータリーソング【我らの生業】
■会長挨拶【佐藤友美会長】

　私の年度も残りわずかとなってまい
りました。引き続き会員の皆様におか
れましては、活動へ多大なるご協力心
より感謝申し上げます。
　去る５月１５日から１７日までの３
日間、洞爺湖にて「RYLA セミナー」
が開催されました。
　このセミナーはロータリー会員に限

らず、次世代を担う一般の若者たちも広く参加できる大
変貴重なプログラムです。
　今回は「サザエさん一家のリーダーは誰？」といった
あえて “答えの無い問い” をテーマにグループワークで
楽しく議論を交わしたり、様々なアクティビティにチャ
レンジしながら懇親を深めるなど、非常に有意義な内容
となりました。
　若者たちが熱心に意見を交わし、成長していく姿には
深く感銘を受けます。ぜひ来年は、我がクラブの会員の
皆様をはじめ、会員企業の若手社員の方々にも積極的に
参加していただきたいと考えております。
　さて、本日の例会には、ゲストとして現代美術家の増
山 日向子様をお迎えしております。
私自身、かねてより増山様の Instagram を拝見させてい
ただいており、その印象的な色合いで表現された素敵な
作品の数々にいつも心を惹かれておりました。本日、こ
うして直接お話を伺える機会を得られたことを１ファン
としても大変嬉しく、ワクワクしております。皆様、ぜ
ひ本日の卓話を楽しみにお聞きください。
　本日も実り多き例会となりますよう、どうぞよろしく
お願いいたします。
■幹事報告
①今後の例会予定は以下の通りです。
５月２９日：通常例会　土田様による卓話
６月５日：通常例会　越前谷様による卓話
６月１２日：休会
６月１９日：クラブアッセンブリー
６月２６日：期末懇親会
②６月１３日に余市ロータリークラブ６５周年記念式典
が開催されます。現在、当クラブからは７名の登録をい
ただいております。追加で参加可能な方がいらっしゃい
ましたら、幹事までご連絡をお願いいたします。

■出席報告
２０２６年５月２２日
総会員数５１名　欠席者数２４名
井手、伊藤、伊早坂、桂、工藤、斉田、斎藤（仁）、斎藤（英）、
佐藤、田中（沙）、林、拝田、馬場、吹田、前川、松尾、松浦、
三栖、宮川、水谷、盛、山村、山田、石上

水谷　陽介 会員　拝田　　昇 会員　中山　仁史 会員
佐藤　　勉 会員　石上　壽應 会員　岡﨑　芳明 会員
伊藤　嘉英 会員

おめでとうございます

会　員　結　婚　祝

小笠原俊介 会員　　桂　　正俊 会員
井手　信治 会員　　拝田　　昇 会員

おめでとうございます

会　員　誕　生　祝
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まごころ箱・・・・・・いつも有難うございます！

入金集計額 ６２７,７００合
計

 山下さん・斉藤さん出版記念祝賀会
 佐  藤（友） 会員…本日は増山様卓話ありがとうございました。
 広　　瀬　 会員…まごころ箱協力金
 岡　　﨑　 会員…結婚祝・会員誕生祝
 佐  藤（勉） 会員…結婚祝

 小   笠   原 会員…会員誕生祝
 中　　山　 会員…結婚祝・夫人誕生祝ありがとうございます。
 佐  藤（雅） 会員…申し訳ありません。お先に失礼します。
 村　　越　 会員…お先に失礼します。

令和 7.7.1 ～令和 8.5.22（53,700 円） 円

例会プログラム
■油彩画家　増山日向子様　卓話

　油彩画家として活動しております増山日向子と申しま
す。本日は、私が生まれ育った小樽と実家「海猫屋」の歴史、
これまでの絵画作品、そして近年の制作や活動について
お話しさせていただきます。
　私が生まれ育ったのは、小樽の赤レンガ倉庫を利用し
た「海猫屋」という店です。父・増山誠が１９７６年に
開業し、後年は飲食店として広く知られるようになりま
したが、４０年から５０年ほど前は、前衛芸術や文化が
集う特別な空間でした。
　特に、土方巽氏らが創始した前衛舞踊「暗黒舞踏」の
拠点となっていたことは重要です。手足の長い西洋人に
よるクラシックバレエに対し日本人特有の体格や身体性
を活かした独自の美と踊りを追求したのが暗黒舞踏であ
り、現在では「ＢＵＴＯＨ」として世界中で高く評価さ
れています。私が生まれた頃にはすでに芸術家たちは撤
退していましたが、幼い頃から店内に飾られていたカン
ディンスキーやシャガールといった芸術家のポスターに
囲まれて育ちました。私の作品の特徴である、油絵具を
たっぷりと使ったこってりとした質感や「フォービズム
（野獣派）」を思わせる鮮やかな色彩はこの環境から強い
影響を受けています。
　私の作品の多くは、身近な風景やその歴史を題材とし
ています。例えば、２０２０年に北運河で解体された最
後の一隻の「艀（はしけ）」を描いた作品があります。幼
い頃から慣れ親しんだ艀が姿を消すことに寂しさを覚え、
解体までの２週間、毎日大きなキャンバスを背負って通
い詰め、そのスケール感や重みを描き留めました。現在は、
実家が新たに営む「おたるダイニング・ノーネーム」で
この絵をプリントしたトートバッグを販売しています。
最初は歴史に興味を持たずに訪れた観光客の方々も、私
の作品をきっかけに「へぇ」と驚き、小樽の奥深い歴史
を知るお土産話として持ち帰ってくださるなど、温かい
交流が生まれています。
　札幌大谷大学の芸術学部へ通う中で、絵になる風景は
むしろ地元・小樽にこそ溢れていると気づきました。旧
日本郵船の美しい佇まいや、７年前に初めてオーダーを

受けて描いた張碓の景色など、小樽には独自の質感や石
の傷跡があり、便利さから遠く離れているからこそ想像
力を強く掻き立てられます。
　また、学生時代にアルバイトでお金を貯めて訪れた
ニューヨークの「ＳＯＨＯ」地区も忘れられない場所です。
かつて衰退したスラム街でしたが、若きアーティストた
ちが安いロフトに移り住んで表現活動を行ったことで、
現在では高級ブティック街へと価値を高めました。朽ち
たものや綻びの中から新たな価値を生み出す芸術の力に
感動し、海外への憧れや空気感を封じ込めた絵は、父が
初めて買ってくれた大喜びの思い出が詰まった作品でも
あります。
　２０２４年以降の作品では、風景としての海から一歩
踏み込み、海中に潜ったような「生きているもののエネ
ルギー」へと関心が移行しています。旭川で開催した個
展では、躍動感のある抽象的な三部作を発表しました。
この会場を選んだのは、私が生まれ育った石蔵や赤レン
ガの空間と心に通ずるものがあり、強く惹かれたからで
す。むき出しのレンガに囲まれた空間で、小樽で見てき
た風景から近年の作品への移り変わりを展示しました。
モチーフに選んだのは「タコ」です。一瞬で体色を変え
る驚異的な擬態能力や、無脊椎動物トップクラスの知能
など、未知でユニーク、時に少しグロテスクでもある生
態に魅了されました。水族館に通い詰めてスケッチを重
ね、その皮膚感や収縮の様子をダイナミックに落とし込
みました。
　また、能楽堂で開催された舞踏公演において能と前衛
舞踏の世界を繋ぐ舞台美術の装飾を担当したり、ニュー
ヨークの現代音楽ミュージシャンからの依頼で楽曲のイ
メージに合わせたＣＤジャケットを制作したりと、他ジャ
ンルと連携した活動も積極的に展開しています。
　近年は、街をキャンバスにするミューラルアート（壁画）
にも力を入れています。長崎屋裏の「グリル＆ワイン Ｔ’
ｓ」様からの依頼で描いた壁画は、絵を塗り重ねること
で日常の風景が変化していく面白さがあります。また、
ウイングベイ小樽では、施設内で足を止めて海を眺める
人が、同時にアートとも出会い、小樽の文化や歴史に触
れるきっかけになればという願いを込めて展示を行いま
した。空きスペースでは、６０人の子どもたちと一緒に
絵の具まみれになりながら壁画を制作し、パブリックな
場でのアートの喜びを共有しました。
　最近の小樽では地域おこし協力隊によるアート系フリー
マガジンの発行や、旧日本郵船での舞踏イベント、梁川通
りでの「アーティスト・イン・レジデンス」の開始など新
たな芸術文化の波が起きています。私自身、学校に馴染め
なかった時期に芸術に救われ自分の生きる世界を見つける
ことができました。現在は「ノーネーム」で父を手伝いな
がら小樽やアートの魅力を発信していますが、次世代の
人々も芸術を通して自分の居場所を見つけられるような、
豊かな世界を築いていきたいと願っています。


